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AT-2266の 臨床的検討

尾仲章男 ・小林芳夫 ・藤森一平

川崎市立川崎病院内科

われわれは,急 性扁桃炎1例,急 性咽頭炎6例,急 性気管支炎20例,慢 性気管支炎の急性増悪10

例の計37例の 呼吸器感染症にAT-2266を1回200～300mgを1日3回 経口投与し,次 の成績を

得た。

臨床効果は急性扁桃炎1例 中1例 有効,急 性咽頭炎6例 中1例 はその後来院がないため判定不能,

3例有効,2例 無効,急 性気管支炎20例 中12例 有効,3例 やや有効,5例 無効,慢 性気管支炎の急

性増悪10例中1例 著効,6例 有効,2例 やや有効,1例 無効であった。全体 として有効以上の有効

率は63.9%で あった。

起炎菌を同定し得たのは5株 で,S.pneumoniae3株,H.influenzae1株,β-Streptococcus

1株であり,本 剤投与によりS.pneumoniae1株 以外の菌はいずれも除菌された。

本剤によると思われる副作用としては,嘔 気を2症 例に認めたが,い ずれも本剤中止後やがて消

失した。

AT-2266は 大 日本製薬株式会社 によって 開発 された 新 しい

Pyridonecarboxyli cacid誘 導体 であ る。 その 化学構造式を

Fig.1に示した。

Fig. 1 Chemical structure of AT-2266

本剤は殺菌的に作用 し,グ ラム陽性 ・陰性菌に対 して抗菌 力を

示す広域合成抗菌剤である1)。本剤の抗菌力はPipemidic acid

(PPA)お よびNalidixic acid(NA)よ り強 く,Norfloxacin

(NFLX)と ほぼ同程度 とされてい る1)。

われわれはこの薬剤を呼吸器感染症37例 に投与 し,判 果判定

の可能であった36例についてその 臨床効果な らびに 副作用 を検

討したのでその成績を報告す る。

I.方 法

1.対 象

昭和57年4月 から昭和57年10月 にかけて,市 立川崎病

院内科外来患者および入院患者の男性15例,女 性22例 に

本剤を投与した。年齢は15歳 から82歳 にわたっていた

(Table1)。

疾患別内訳はTable2に 示 したように,呼 吸器感染症

37例で,その内訳は急性扁桃炎1例
,急 性咽頭炎6例,急

性気管支炎20例,慢 性気管支炎の急性増悪10例 であった。

2.薬 剤の投与量 ・投与方法

AT-2266を1回200～300mgを1日3回 年齢 ・症状

に応じて経口投与した。投与日数は1日 から26日,投 与

総量は300mgか ら21,600mgで あった。

3.効 果判定

原因菌の決定できた症例に関しては,そ の消長から細

菌学的効果を判定した。臨床症状と検査所見の経過より

臨床効果を著効(Excellent),有 効(Good),や や有効

(Fair),無 効(Poor)と4段 階に評価した。

副作用については自覚症状,主 として消化器症状,中

枢神経症状,ア レルギー症状に留意し,臨 床検査所見と

しては末梢血ないし血清の生化学検査および尿所見など

Table 1 Distribution of the cases treated with 
AT-2266 (Age and Sex)
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Table 3 Clinical effects

を本剤投与前後に行い,検 査値の変動を検討した。副作

用の有無についても検討した。

II.　結 果

1.臨 床成績(Tableb 2,3)

急性扁桃炎1例 では有効であった。急性咽頭炎では5

例 中3例 有効 ・2例 無効であった。急性気管支炎では20

例 中12例 有効 ・3例 やや有効 ・5例 無効であった。また

慢性気管支炎の急性増悪では10例 中1例 著効 ・6例 有効

・2例 やや有効 ・1例 無効であった。

以上の成績をまとめるとTable 3に 示 したように急性

扁桃炎の有効率は100%,急 性咽頭炎では60%,急 性気

管支炎60%,慢 性気管支炎の急性増悪では70%で,呼 吸

器感染症全体としての有効率は63.9%(23/36)で あ った。

2.分 離菌別除菌効果

原因菌と思われる分離菌は,急 性咽頭炎で,咽 頭粘液

よりβ-Streptococcus 1株,急 性気管支炎で,喀 痰より

S.Pneumoniae 2株,慢 性気管支炎の急性増悪で,喀 痰

よりS.pneumoniae 1株,H.influenzae 1株 が認めら

れた。 症例29の 慢性気管支炎の急性増悪の例では,S.

pneumoniaeは 本剤投与中一時除菌されたが投与中止後

には再びS.pneumoniaeを 認 め,除 菌効果は無効と判

定 した。他の分離菌は本剤によりいずれも除菌され有効

と判定した。

III.　副 作 用

本剤によると思われる副作用として嘔気を2症 例に認

めた。1例 は症例33で,本 剤服用3日 目に嘔気が出現 し

たため本剤を中止したところ,2日 後には症状軽快した。

他の1例 は症例34で,本 剤300mg1回 分 服用 しただけ

で嘔気が出現。患者の自己判断にて本剤服用中止 したと

ころ,そ の翌日には症状軽快した。 またこの症例では投

与前12%あ った好酸球数が投与14日 後に24%と 増加して

いた。本剤による影響 と考えられた。

また本剤投与前後のRBC,Hb,Ht,WBC,Platelet

な どの末梢血,GOT,GPT,Al-P,BUN,Crな ど

の血清生化学的検査成績を検討したところ,症 例13にて

投与前GOT 41 IU,GPT 28 IUで あったのが投与2週

後にGOT 52 IU,GPT 40 IUとGPTの 軽度増加が認

められた。しかし本例は投与前のGOTも 異常値であり

GPTの 増加も投与終了後2週 の ものであることより肝

障害を合併したことも疑われ,本 剤との関係は否定的と

思われる。 また他に本剤に起因したと思われる検査値異

常は認められなかった。

IV.　考 察

AT-2266は グラム陽性球菌から緑膿菌・セラチアを

含むグラム陰性偉菌,さ らにはブ ドウ糖非発酵菌あるい

はMycoplasmaま で に幅広く抗菌作用を示す,経 口の

合成抗菌剤である。in vitroに おける抗菌力は同系統の

薬剤のなかでは強い部類に属し,グ ラム陰性桿菌に対す

る抗菌力はAminoglycoside系 抗生剤の代表であるGen-

tamicinよ りも強いとされている。

本剤を呼吸器感染症例に使用する機会を得たわけであ

るが,呼 吸器感染症においては,起 炎菌の決定はなかな

か困難であることは周知の事実である。したがって早急

に治療を要する多くの症例において,過 去の経験的知識

に基づいた 推定起炎菌,す なわちS.pnemoniae,S.

aureus,H.influenzae,K.pneumoniaeと いった菌を

原因菌と想定 し抗菌剤を選択することが多い。2,3,4)

したがって,殺 菌作用を有し,か つ病巣移行に優れ,

副作用の少ない,し かも比較的幅広い抗菌スペクトラム

を有する薬剤が選択されることになるが,AT-2266は

in vitroの 成績でみる限 りこの目的にかなった薬剤と言

えよう。

今回われわれは呼吸器感染症37症 例に本剤を投与する

機会を得たわけであるが,有 効率は急性咽頭炎60%,急

性気管支炎60%,慢 性気管支炎の急性増悪70%で あっ渇

呼吸器感染症全体としての有効率は63.9%で はあるもの
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Table 4 Changes in laboratory results (b: before a: after)
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Table 4 (Continued)
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の,この慢性気管支炎の急性増悪に70%の 有効率を示し

得たことおよび重大なる副作用を認めなかったことは,

今後本剤が臨床的使用に十分期待し得る薬剤 と考えたい。
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CLINICAL STUDY ON AT- 2266

AKIO ONAKA, YOSHIO KOBAYASHI and IPPEI FUJIMORI

Department of Internal Medicine,

Kawasaki Municipal Hospital

A new drug, AT- 2266, was given orally to a total of 37 patients with infectious diseases (1 case with acute
tonsillitis, 6 cases with acute pharyngitis, 20 cases with acute bronchitis and 10 cases with exacerbation of chronic
bronchitis), and following results were obtained.

The daily dose of this drug ranged from 600 to 900 mg.
1) Clinical effectiveness:

The clinical response in acute tonsillitis was evaluated as good in 1 case. In acute pharyngitis is was evaluated
as good in 3 cases and poor in 2. The clinical response in acute bronchitis was evaluated as good in 12 cases, air
in 3 and poor in 5. In exacerbation of chronic bronchitis it was evaluated as excellent in 1 case, good in 6, fair in
2 and poor in 1.

The overall efficacy rate in 36 cases was 63.9%.
2) Bacteriological effectiveness : The 3 strains of S. pneumoniae, H. influenzae and ƒÀ- Streptococccus was

isolated from sputa and the mucous of pharynx in the patients with respiratory tract infection. All these strains

excepting 1 strain of S. pneumoniae were eliminated by this drug.

3) Side effecst:

One adverse reaction due to this drug was observed.

In 2 cases, nausea was observed. However, this disappeared soon after ceasing the administration of the drug.


